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が成立するoここで u は質量中心の速度であり､第 k成分の巨視的速度 uKを
用いて
し
















であるO (2･9)式に釦 する流れ JRは
Jk= pk(叫√u) (k=1,2････C) (2.ll)
であり､第 k成分の速度 u k と質量中心の速度 uとの相対速度による拡散流であ
る｡
運動量に対する収支方程式すなわち運動方程式は､
pdu/dt=~∇.P + 冒pkFk (2.12)
と書かれる｡Pは圧力テンソルで､ここでは対称テンソルであるとする｡∇･P
はテンソルの発散であり､そのα成分は､
(▽ ･P)仇 = ∂P玖 /∂Ⅹ+ ∂PV∝/∂y' ∂Pza/∂Z (2･13)
で与えられるoFkは第 k成分の単位質量当たりに作用する力で保存力であるとし
･そのポテンシャル¢k は時間によらないものとするoすなわち



















































































































(i=0,1 ･･･,f) (3.8 )
と表現することができるoここでげ･,(又,t)は体積 V(t)の内部での物理量 aTの
湧きだLであり､∫.･は V(t)の外向き法線 nをもつ表面∂Ⅴ(t)を通しての流れで




























pds/dt+∑ A.▽･Jl=∑ Aiげ1'tl 'tも1
と書かれ､これを(3.14)式と比較すると
f i









Us = i喜 x･'J;' ･.E A i qi
を得るoここで､流れ J･.に共役な熱力学的力


















































1 1 2 3 4
示量変数 ai £ V=1/p pk/P u
示強変数 Ai 1′T p′T -JL芸′T -u′T
熱力学的力 Ⅹi ▽(1′T) ▽(p′T) ∇(-p惹′T) ∇(-u′.T)









ける局所比エネルギーfに共役な示強変数であるOまた､ -EkJR･ ▽ (p言/T)
は拡散による項であり､-P':∇(u/T)は粘性によるエネルギー散逸の項であ
る｡


























∂ ( p s)/ ∂ p 托=-(1/T)(FLk.¢ √ ㌔ /2) (3.34)
によって定まり､エントロピーを記述する独立変数ではないということになる｡
また､(3･30)式における項 一宕盲 V帆 J∝(p:/T)の解釈は､p八の湧きだLであ













,底面積が Aで高さが Hである柱状の容器が高さ Hoで仕切られ､その下の部分























































































































































































































































































∂(ps)/∂t･∑▽･(A-了 )= ∑JT･vA;･写A-3; (6.ll)'I 'I I
となり､一方 (6.2)で i=0 としたものは
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1 1 2 3 4
示量変数 pai Pf 1 Pk Pu
示強変数 Ai 1′T p′T -p芸′T -u′T
熱力学的力 Ⅹi ▽(1′T) ∇(p′T) ▽(-)L至′T) V(-u/T)






J s" = (1/T)I? -∑ (p:/T)∫: -(u/T)･(P,十puu)
吃
であり､エントロピー生成usは (6･14)により
u s =(J三･▽ (1′T)や Vh･▽(p :/TH P'+pub ) ‥▽ (u/T))
(6.16)




























銅 り ∂t=∑J千･∂x;/∂t+∑U.∂AT/∂t了t 'II
を満足するものとする｡これは収支方程式 (6.2)を用いて
銅 り ∂t一写▽･(J･*∂AT/∂t)I l
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